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平成１８年度外国籍県民県政モニター第１回アンケート結果（概要）
へいせい ねん ど がいこくせきけんみんけんせい だい かい けっ か がいよう

平成１８年度外国籍県民県政モニター第１回アンケートの結果がまとまりました。
へいせい ねん ど がいこくせきけんみんけんせい だい かい けっ か

調 査内容は、県内市町村からの提案を踏まえて、「１ 日本人との交流や他の
ちょう さ ないよう けんない し ちょうそん ていあん ふ に ほんじん こうりゅう た

外国人との交流について」「２ 県や市町村の行うイベントについて」「３ 地域
がいこくじん こうりゅう けん し ちょうそん おこな ち いき

での活動について」「４ 市町村に対する希望」「５ 外国人に対する情報提供、
かつどう し ちょうそん たい き ぼう がいこくじん たい じょうほうていきょう

外国人の情報入手手段について」「６ 外国人の防災対策について」をテーマとし
がいこくじん じょうほうにゅうしゅしゅだん がいこくじん ぼうさいたいさく

ています。

調査結果の概要は、次のとおりです。
ちょう さ けっ か がいよう つぎ

＜調査形態＞
ちょう さ けいたい

・調査時期 平成１８年９月
ちょう さ じ き へいせい ねん く がつ

・ 調査方法 インターネット（アンケート専用フォームへの入 力）及び郵送
ちょう さ ほうほう せんよう にゅうりょく およ ゆうそう

・ＦＡＸによる回答
かいとう

・モニター数 １１０人
すう にん

・回収率 ６４．５％（回収数７１人）
かいしゅうりつ かいしゅうすう にん

・回答者の属性（単位はすべて人）
かいとうしゃ ぞくせい たん い にん

【性別・年齢】
せいべつ ねんれい

年 齢 男 性 女 性 計
ねん れい だん せい じょ せい けい

２０～２９ ６ ８ １４

３０～３９ ５ ２５ ３０

４０～４９ ３ ２０ ２３

５０以上 １ １ ２
い じょう

不明 １ １ ２
ふ めい

計 １６ ５５ ７１
けい

【国籍】
こくせき

国 名 人 数
こく めい にん ずう

中国 ３７
ちゅうごく

韓国・朝鮮 １３
かんこく ちょうせん

オーストラリア ３

ブラジル ３

アメリカ ２

タイ ２

ロシア ２

その他 ９
た

計 ７１
けい
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【在留資格】
ざいりゅう し かく

在 留 資 格 人 数
ざい りゅう し かく にん ずう

永住 ２９
えいじゅう

永住者の配偶者 １６
えいじゅうしゃ はいぐうしゃ

留学生 １１
りゅうがくせい

人文知識 ６
じんぶん ち しき

家族滞在 ５
か ぞくたいざい

教授 ２
きょうじゅ

投資･経営 １
とう し けいえい

不 明 １
ふ めい

計 ７１
けい

＜調査結果の見方＞
ちょう さ けっ か み かた

・グラフの中の数字は、棒グラフでは回答人数、円グラフでは回答比率（％）です。
なか すう じ ぼう かいとうにんずう えん かいとう ひ りつ

・回答比率（％）は小数点以下第１位を四捨五入したため、個々の比率の合計は
かいとう ひ りつ しょうすうてん い か だい い し しゃ ご にゅう こ こ ひ りつ ごうけい

１００％にならないことがあります。

・回答比率（％）の基数は７１（回収数）です。
かいとう ひ りつ き すう かいしゅうすう

・複数回答の質問については、回答人数の合計が回収数を超える場合があります。
ふくすうかいとう しつもん かいとうにんずう ごうけい かいしゅうすう こ ば あい

＜主な調査項目及び結果のポイント＞
おも ちょう さ こうもくおよ けっ か

１ 日本人との交流や他の外国人との交流について
に ほんじん こうりゅう た がいこくじん こうりゅう

【気軽に話したり相談することができる日本人がいるか（Q1）】
き がる はな そうだん に ほんじん

「いる」という回答が８３％、「いない」という回答が１７％である。
かいとう かいとう

【日本人と交流する機会やイベントがあれば参加するか（Q2）】
に ほんじん こうりゅう き かい さん か

「参加する」という回答が７２％、「参加しない」という回答が１４％である。「そ
さん か かいとう さん か かいとう

の他」（１４％）では、「時間があれば参加する」「テーマによって参加するか決める」
た じ かん さん か さん か き

「時間と場所による」など、条件等により参加する意向がある人が多い。
じ かん ば しょ じょうけんとう さん か い こう ひと おお

【Q2で「参加する」または「その他」の場合、どのような交流・イベントに参加し
さん か た ば あい こうりゅう さん か

たいか（Q3）】

「気軽におしゃべりする」という回答が４３人、「自分の国の文化や生活を紹介す
き がる かいとう にん じ ぶん くに ぶん か せいかつ しょうかい

る」という回答が３５人と多い。その他の回答では「特定のテーマがなくでも参加し
かいとう にん おお た かいとう とくてい さん か

やすい交流会、パーティがあれば参加する」や逆に「テーマがあった方がいいと思
こうりゅうかい さん か ぎゃく ほう おも

う」という意見もあった。
い けん
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【日本人と交流する機会や場所は必要と思うか（Q5）】
に ほんじん こうりゅう き かい ば しょ ひつよう おも

「必要」という回答が７８％、「必要ではない」という回答が１７％である。また、
ひつよう かいとう ひつよう かいとう

「機会や場所がなくて困っている」という回答は４％であった。
き かい ば しょ こま かいとう

「必要」だと思う理由は、「日本で生活する以上は多くの日本人と交流すべき。
ひつよう おも り ゆう に ほん せいかつ い じょう おお に ほんじん こうりゅう

日本文化の理解に役立つ」「困ったときに相談できる」「お互い理解し合うため」「日本
に ほんぶん か り かい やく だ こま そうだん たが り かい あ に ほん

での生活にもっと馴染みやすくするため」「日常生活の中で教えられることや助けら
せいかつ な じ にちじょうせいかつ なか おし たす

れることはあると思う」「友だちを作りたいから」などの意見があった。
おも とも つく い けん

「必要ではない」と思う理由では、ほとんどが「学校、職場、近所付き合い、親戚付
ひつよう おも り ゆう がっこう しょく ば きんじょ づ あ しんせき づ

き合いなど、自然と交流することになる」というような意見であった。
あ し ぜん こうりゅう い けん

２ 県や市町村の行うイベントについて
けん し ちょうそん おこな

【県や市町村のイベントなどに参加したことがあるか（Q9）】
けん し ちょうそん さん か

「ある」という回答が６１％、「参加したことはないが、してみたい」という回答
かいとう さん か かいとう

が３２％で、「参加したことがないし、したくない」が４％となっている。
さん か

【Q9で「参加したことがある」と答えた人が、県や市町村が行うイベントなどの情報
さん か こた ひと けん し ちょうそん おこな じょうほう

をどこから知ったか（Q10）】
し

最 も多かったのが「県や市町村の広報紙」（３２人）、次いで「友だちや知り合
もっと おお けん し ちょうそん こうほう し にん つ とも し あ

い」という回答が２１人と多い。次いで「ちらし」という回答が１４人、「イベント
かいとう にん おお つ かいとう にん

のポスター」が１３人と比較的多い。
にん ひ かくてきおお

「その他」として、「県のサイト」「大学の掲示、学校」「回覧板」「日本語教室」
た けん だいがく けい じ がっこう かいらんばん に ほん ご きょうしつ

などの回答があった。
かいとう

【イベントなどに参加するときに困ったことや困ると思うこと（Q12）】
さん か こま こま おも

「積極的に話してくれる日本人が少ない」「一人で参加しづらい」「話題が見つか
せっきょくてき はな に ほんじん すく ひと り さん か わ だい み

らない」「初めて会うのに私的なことをいっぱい聞かれること」「日本人はグループ好
はじ あ し てき き に ほんじん ず

きで、そのグループに入りにくい」「事前に情報が入らない」「チラシの日本語情報
はい じ ぜん じょうほう はい に ほん ご じょうほう

が難しい」などの意見があった。
むずか い けん

３ 地域での活動について
ち いき かつどう

【日本語教室への参加について（Q13）】
に ほん ご きょうしつ さん か

「参加したことがない」という回答が５１％で、「参加している、または参加した
さん か かいとう さん か さん か

ことがある」という回答が４９％となっている。
かいとう

【日本語教室以外の、地域で活動するサークルに参加しているか（Q14）】
に ほん ご きょうしつ い がい ち いき かつどう さん か

「参加していない」と回答した人が３７人、「参加している」と回答した人が２７人
さん か かいとう ひと にん さん か かいとう ひと にん

であった。

「参加している」サークルは、語学、スポーツ、料理その他趣味のサークルが多
さん か ご がく りょう り た しゅ み おお

い。
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【県や市町村の施設で、利用しているものは何か（Q16）】
けん し ちょうそん し せつ り よう なに

「図書館」と回答した人が５６人と最も多く、次いで「公園」（５５人）、「公民館
と しょかん かいとう ひと にん もっと おお つ こうえん にん こうみんかん

・コミュニティセンター」（４９人）が多い。
にん おお

【地域で何かの活動をしているか(Q18)また、活動している人が地域に溶け込むため
ち いき なに かつどう かつどう ひと ち いき と こ

に努力したことは何か(Q19）】
ど りょく なに

地域で何かの活動を「している」人は５６％、「していない」人は４４％である。
ち いき なに かつどう ひと ひと

また、活動している人が地域に溶け込むために努力したことは、「地域のイベント
かつどう ひと ち いき と こ ど りょく ち いき

に参加した」、「近所の人たちと交流した」人がそれぞれ２５人と多く、次いで「日本語
さん か きんじょ ひと こうりゅう ひと にん おお つ に ほん ご

を勉強した」(２１人）、「国際交流を行っている施設に行くようにした」（１７人）
べんきょう にん こくさいこうりゅう おこな し せつ い にん

となっている。

「その他」として、「町内会の持ち回りの仕事(清掃等)を極 力 行うようにした」
た ちょうないかい も まわ し ごと せいそうとう きょくりょくおこな

や「母国語の教室の開催」等の回答があった。
ぼ こく ご きょうしつ かいさい とう かいとう

【日本での生活の中で困っていることは何か(Q20)】
に ほん せいかつ なか こま なに

「家を借りるとき、外国人ということで借りることができない」「日本の文化と習慣
いえ か がいこくじん か に ほん ぶん か しゅうかん

を理解することが難しい」「国籍等に関して相談する場所がわからない」「やりたい
り かい むずか こくせきとう かん そうだん ば しょ

仕事に就けなくて悩む」「いい専門の病院、先生を知りたい」「日本の学校の情報を
し ごと つ なや せんもん びょういん せんせい し に ほん がっこう じょうほう

もらいたい」「友だちが少ない」などである。
とも すく

４ 市町村に対する希望について
し ちょうそん たい き ぼう

【市町村や市町村の国際交流 協会に希望することは何か(Q21)】
し ちょうそん し ちょうそん こくさいこうりゅうきょうかい き ぼう なに

「子育てについて、相談の機会を設けたり、施策を考えてもらいたい」「日本語の言葉
こ そだ そうだん き かい もう し さく かんが に ほん ご こと ば

だけでなく、日本の歴史などを紹介する講座や機会を企画したり紹介してほしい」
に ほん れき し しょうかい こう ざ き かい き かく しょうかい

「日本の生活で間違えやすいことについて説明してほしい」「外国人に対する行政サ
に ほん せいかつ ま ちが せつめい がいこくじん たい ぎょうせい

ービスの宣伝をもっとしてほしい」などの希望が出されている。
せんでん き ぼう だ

５ 外国人に対する情報提供、外国人の情報入手手段について
がいこくじん たい じょうほうていきょう がいこくじん じょうほうにゅうしゅしゅだん

【生活ガイドを持っているか。どこでもらったか（Q22）】
せいかつ も

「はい（持っている）」と回答した人が５６％である。
も かいとう ひと

「もらったところ」は、「市役所」「県」「職場」「学校」「入国管理局」であっ
し やくしょ けん しょく ば がっこう にゅうこくかん り きょく

た。

【県や市町村で作る生活ガイドに入れた方がよいと思う情報は何か（Q23）】
けん し ちょうそん つく せいかつ い ほう おも じょうほう なに

「基本的に日本人ももらう情報：安全、健康、子ども、教育、住宅等の関係」
き ほんてき に ほんじん じょうほう あんぜん けんこう こ きょういく じゅうたくとう かんけい

「日常生活情報」「年金、健康保険などの基本知識」「育児支援情報や医療関係情報
にちじょうせいかつじょうほう ねんきん けんこう ほ けん き ほん ち しき いく じ し えんじょうほう いりょうかんけいじょうほう

など」「災害時の案内（避難場所）」「日本語教室など、外国人向けの活動ガイド」
さいがい じ あんない ひ なん ば しょ に ほん ご きょうしつ がいこくじん む かつどう

「法律相談、国籍問題や出 入国管理に関する情報」「施設情報や公的機関の地図
ほうりつそうだん こくせきもんだい しゅつにゅうこくかん り かん じょうほう し せつじょうほう こうてき き かん ち ず
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情報」などであった。
じょうほう

【県や市町村から生活に必要な情報を手に入れることができているか（Q25）】
けん し ちょうそん せいかつ ひつよう じょうほう て い

「十分にできている」（２５％）及び「ほぼできている」（４９％）を合わせて「で
じゅうぶん およ あ

きている」という回答が７４％となっている。
かいとう

「十分とは言えない」（２５％）、「まったくできていない」（１％）の理由として、
じゅうぶん い り ゆう

「 急に病院に行きたい場合、どんな病院がいいかわからない」「国籍の問題や入
きゅう びょういん い ば あい びょういん こくせき もんだい にゅう

国管理に関する情報が足りない」「日本語を読むことは時間がかかる。外国語のお知
こくかん り かん じょうほう た に ほん ご よ じ かん がいこく ご し

らせをもらいたい」「子どもの不登校や進路といったタイムリーな問題を解決するた
こ ふ とうこう しん ろ もんだい かいけつ

めの情報が必要」「インターネットで情報を提供してほしい」などの意見があった。
じょうほう ひつよう じょうほう ていきょう い けん

６ 外国人防災対策について
がいこくじんぼうさいたいさく

【災害が起きたときに、どこに逃げたらよいか知っているか（Q26）】
さいがい お に し

「知っている」という回答が６８％、「知らない」という回答が３１％である。
し かいとう し かいとう

「知っている」と回答した人が「何で知ったか」については、「避難所の表示や市
し かいとう ひと なん し ひ なんしょ ひょう じ し

から配布されるチラシ」「子どもの学校からの手紙」「市の広報」「仕事の人に教えて
はい ふ こ がっこう て がみ し こうほう し ごと ひと おし

もらった」などであった。

【地域で行われる防災訓練に参加したいか(Q27)】
ち いき おこな ぼうさいくんれん さん か

「参加したい」という回答が７９％、「参加したくない」という回答が２０％であ
さん か かいとう さん か かいとう

った。

「参加したくない」理由としては、「災害が起きても自分でなんとかできると思う
さん か り ゆう さいがい お じ ぶん おも

から」「時間がない、説明書があればいいと思う」「日本語がよくわからない」とい
じ かん せつめいしょ おも に ほん ご

う意見があった。
い けん

【外国人が防災訓練に参加しやすくするために、県や市町村は何をしたらよいか(Q2
がいこくじん ぼうさいくんれん さん か けん し ちょうそん なに

8）】

「外国人まで届くお知らせと通訳」など、外国人への周知・十分な広報が必要で
がいこくじん とど し つうやく がいこくじん しゅう ち じゅうぶん こうほう ひつよう

あるという意見や通訳ボランティア等の必要性を指摘する意見が多い。実施する曜日
い けん つうやく とう ひつようせい し てき い けん おお じっ し よう び

については、就労等の状 況により様々であり、「回数を増やすべき」という意見も
しゅうろうとう じょうきょう さまざま かいすう ふ い けん

あった。また、「外国人が気軽に参加できるような、イベント的な楽しい工夫が必要」
がいこくじん き がる さん か てき たの く ふう ひつよう

という意見もあった。
い けん

○調査結果（グラフ資料等）については、つぎのホームページでご覧になれます。
ちょう さ けっ か し りょうとう らん

（県国際課ホームページ）
けんこくさい か

http://www.pref.saitama.lg.jp/A02/BQ00/gaikokumonitor.htm


